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総務

説明書

項

概要

「明治日本の産業革命'産製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の構成資産を適切に保存管理するため、

端島炭坑等の調査を実施するとともに、関係自治体と連携して周知啓発等を行い世界'産価値の理

解促進を進める。

総務管理

2,812 干円

2 事業内容

5,146 千円(1)調査等

ア端島炭坑跡岸整備工法案作成

端島炭坑の・岸の整備手法について国及ぴ県と協議するため、護岸近辺の波高と波の周

期を定し、岸の断面定を行ったうぇで、整備工法案(3案)の作成を行う。

イ樹木保対策

北渓井坑跡周辺の松くい虫による松枯れ対策として、薬剤の注入や枝払いを行う。

番号

1-1
「明治日本の産

推進

(2)周知啓発等

ア世界'産周知用リーフレット(一般用・子供用)増刷

・部数.一般用5,000部(カラー4ページ)、子供用 2,500部(カラー8 ページ)

・配布先:長崎駅、グラバー園、軍艦島'料館、高島石炭資料館等の観光施設、船会社、

各地域センター等の公共施設及び各種イベント等

イ世界'産ガイドマップ「2つの世界'産があるまち」増刷

・部数:5,000 部(2 色 4 ページ)

・配布先:長崎駅、グラバー園、軍艦島資料館、高島石炭資料館等の観光施設、船会社、

各地域センター等の公共施設及び各種イベント等

ウ長崎エリアガイドマップ増刷

産業革命'産共通のガイドマップの長崎エリア版の増刷

・部数:10,000部(5 山 6 折+2 つ折)

・配布先:長崎駅、グラバー園、軍艦島資料館、高島石炭資料館等の観光施設、船会社、

各地域センター等の公共施設及び各種イベント等

工端島(軍艦島)基金リーフレット増刷

・部数; 5,000部(カラー2 ページ)

・配布先:長崎駅、グラバー園、軍艦島資料館、高島石炭資料館等の観光施設、

船会社、各地域センター等の公共施設及び各種イベント等

オ来訪者調査(小菅修船場跡、高島炭鉱北渓井坑跡)

小菅修船場跡と北渓井坑跡の来訪者の現況や推移を把握するための調査を行う。

・2名 X20 e X2箇所

名

革命遺産」

予算額

千円

20,119
遺
費

驫
艶

目

世



2,448 千円(3)「明治日本の産業革命遺産」世界'産協議会負担金

関係自治体(8県11市)で構成する協議会が実施する各種事業に対し応分の負担を行うもの0
ア主な事業

・ガイド及ぴ管理保全に係る人材育成

.インタープリテーション(理解増進・情報発信)

・調査研究のための海外専門家の招鴫

脇,部6千円イ負担金合計

※負担割合

県市ν2ずっの負担とし、市負担については、11市の均等割りとする。

・各県市の負担割合県ν2、市V2

.1 県当りの負担割合 53,856 千円 XI/2×1/8 (8 県均等寄D =3,366千円

.1 市当りの負担割合 53,856千円XV2XV11 (11 市均等寄D =2,448千円

(4)事務費等

ア高島炭鉱整備活用委員会開催

高島炭鉱(高島、中ノ島、端島)の'構整備に関する委員会開催3回(東京都2回、

長崎市1回)

イその他(旅費、役務費、使用貸借料)

3 財内訳

事業費

千円

20,1 1 9

※過疎対策事業債充当率100%

国庫支出金

千円

707

財

県支出金

千円

282

9,713 千円

源 内

地方債※

千円

14,500

訳

その他

千円

一般財源

千円

4,630
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2

総務費

明

総務管

理費

概要

平成30年7月に世界遺産登録された「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産及び
関連資産である重要文化的景観「長崎市外海の石積集落景観」の重要な構成要素を適切に保存管理
するため、調査や整備を行う。また、説明板の設置や歩行者ルートの整備による来訪者受入態勢の充
実や市民等への周知啓発を図る

目

22

世界遺産
推進費

番号

2 事業内容

(1)構成資産等の調査・整備

ア構成資産モニタリングカルテ作成

構成資産の価値に貢献する要素(19ケ所)を適正に保存管理していくため、モニタリングの
指標や方法等を示したモニタリングカルテを作成する。

1-2
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連

'産」推進費

事 業 名

イ大平作業場跡整備事業

所有者が実施する重要文化的景観の重要な構成要素の整備事業に対する補助

・補助内容:実施設計(屋根・軸組・基礎構造計算等)及び工事監理

保存活用工事(石積み修理工、法面保護工、雨水排水整備、トイレ整備等)

.事業費X補助率82.5%(国 50%,県20%,市30%)、所有者負担 17.5%

予算額

ウ石積み(才、りべイ)建物修理基本設計

所有者が実施する重要文化的景観の重要な構成要素の整備事業に対する補助

・補助内容:修理計画検討(現地調査、修理計画検討、修理方針図作成)

・事業費X補助率82.5%(国 50%,県20%,市30%)、所有者負担 17,5%

工構成資産環境整備

・構成資産の価値に貢献する要素(10箇所)の草刈等

千円

47,758

(2)来訪者受入態勢の充実

ア構成資産説明板の設置

・構成資産の価値に貢献する要素の説明板の設置(5基、場所:墓地・屋敷跡)

イ重要文化的景観説明板の設置

5ページ(1)イ、6 ペーシ

.平成30年2月に重要文化的景観「長崎市外海の石積集落景観」に追加選定された大野'赤首

地区に説明板を設置する。(2基、場所:大野集落駐車場・赤首地区公民館)

ウ大野地区歩行者ルートの修繕

32,389 千円

.大野集落の価値に貢献する要素である辻神社への歩行者ルート(石階段)が、凸凹して、急であ

ることから、安全に歩きゃすくするため、石階段の修繕及ぴ手すりを設置する。(L=13m)

5 ページ(1)ウ

5ページ(2)ア

5ページ(2)イ

5ページ(2)ウ

4,180 千円



(3)周知啓発

ア世界遺産登録一周年記念事業出席等

.「日本へのクリェイティブな旅展」参加(ユネスコ・パリ本部)及ぴ口ーマ法王謁見

.訪問国:フランス(パリ)、バチカン出席者:3名(市長、議長、随行1名)

イ世界遺産周知啓発グッズ作成(5,000個)

ウ世界遺産周知用リーフレット(子供用)増刷

・部数:子供用 2,500部(カラー8ページ)

,配布先:長崎駅、各地域センター等の公共施設、各小学校及ぴ各種イベント等
工世界遺産ガイドマップ「2つの世界遺産があるまち」増刷

・部数:5,000部(2色4ページ)

.配布先:長崎駅、各地域センター等の公共施設及び各種イベント等

オ重要文化的景観「外海の石積集落景観」パンフレット・回遊マツプ増刷

.部数:各 10,000部パンフレット:2種類(カラー6ページ、カラー4ページ)

回遊マップ:4種類(各カラー4ページ)

.配布先:長崎駅、潜伏キリシタンインフォメーションセンター、道の駅夕陽が丘そとめ、外海歴
史民俗資料館、各地域センター等の公共施設及び各種イベント等

3,653 千円(4)世界遺産登録推進事業県負担金

関係自治体(2県6市2町)が共同で実施する事業にっいて、長崎県に対し応分の負担を行う
ア広報啓発事業(パンフレット作成、登録啓発グッズ作成、記念誌作成、CM'広告)
.事業費(3,365 千円)19,654千円X V2×272%+4,630千円 XV2×30%=3,3価千円

イ勧告への対応事業(来訪者収容力調査))

.事業費(2能千円) 2,121 千円 XV2×272%=288千円

※負担割合

事業費を県市ν2ずっの負担とし、市負担にっいては、各市の資産数を全体の資産数で按分する0

ただし、広報等長崎県に限定する事業費にっいては、熊本県、天草市を除いた負担割合とする0

3資産(長崎市)÷11 資産(全体)=272%

3資産(長崎市)÷10資産(長崎県内資産)=30%(長崎県に限定する事業の負担割合)

5,990 千円

(5)事務費等

ア外海の石積集落景観整備活用委員会開催経費、開催2回

イその他(使用賃借料、需用費、旅費)

3 財源内訳

国庫支出金

千円千円

15,07247,758

※過疎対策事業債充当率100%

事業費
財

県支出金

千円

6,028

内源

地方債※

干円

18,700

1,546 千円

訳

その他

千円

一般財源

千円

フ,958
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(1)構成資産等の調査・整備

イ大平作業場跡整備事業イメージ(茶畑・お茶加工場整備)

【整備計画図】
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説明

項

総務管理費

2

総務

概要

世界'産に登録された「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連'産」及び「明治日本の産

業革命'産製鉄・製鋼、造船、石炭産業」にかかる観光客受入態勢を整備し、満足度の向

上を図る

目

22

世界遺産
推進費

2 事業内容

10,549 千円(1)世界'産案内所運営

平成27年度より長崎駅かもめ広場内に設置し、構成資産の説明やアクセス案

内等を実施する。
事業概要

・案内業務委託料 フ,618 千円

2,931 千円・かもめ広場借上料

設置期間平成31年4月~平成32年3月(年中無休)

運営体制開設時間 8時~16時

配置人員常時2名

番号

1-3

事

回遊路

業

世界'産観光客受入費

名 予算額

(2)誘員配置

事業概要構成資産周辺の安全確保や渋滞予防のため、外海地区内に誘

配置期間平成31年4月~平成32年3月(118日間)

※年末年始除く土日・祝日体制

配置人員出津エリア、大野エリア各1名

誘導員配置予定箇所

46,

千円

764

出津教会堂

外海歴史民俗資料館

、

、、』

ノ・ J

回遊路 、

、

3,919 千円

員を配置する。

上大野町駐車場

国道2促号

冨■

大野教会堂

◇瓢
:
"
:一叉

n

'
亀
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靭
,

、

宅
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町

予

款



24,147 千円旧木型場の受入態勢整備

事業概要三菱重工業(株)長崎造船所関連施設のうち、旧木型場(長崎造船所史料館)
にっいて、企業活動の保護と観光客の利便性向上を目的としたシャトルバス

運行による施設公開に対して補助を行う。

公開方法・平日に加え、土・日・祝日も開館。

.入場は専用シャトルバス(長崎駅⇔史料館)又は観光ツァーバスによる乗

入れのみとする(シャトルバス、ツァーバス各1日6便)

.施設維持管理費として大人800円、小人400円を徴収する。

補助概要補助金の交付先:三菱重工業(株)長崎造船所

シャトルバス運行に係る経費及び施設維持管理に係る経費に対して施設維

持管理費収入を充当し、不足が生じた場合、その不足額を補助金として交付

する

【旧木型場観光客受入事業

収入

設

盆助金

理収入

平成31年度収支見込み】

40,14740'147 合計

※「施設維持管理費収入」を「シャトルバス運行に係る経費・施設維持管理に係る経費」に
充て、不足する場合は補助金を充てる。(AくB+Cの合のみ補助金支出)

A

支出

【シャトルバス運行に係る経費】

16,000 ιS室^旦

【施設維持管理に係る経費】

(4)構成資産案内人の配置

事業概要小菅修船場跡周辺において、

資産や観光案内を行う。

午前・午後各2 名(118日間)

24,14フスタッフ人

配置数

2,000 千円(5)世界'産観光客動向及び経済波及効果調査

事業概要 2つの世界'産を訪れる観光客にアンケート調査を実施し、旅行形態や二ー
ズ、消費額等の観光動向を把握するとともに、経済波及効果を推計し、今後

の観光振興施策を検討する際の基礎資料とする。

調査箇所大浦天主堂、グラバー園、外海地区、小菅、高島・大波止(予定)

調査件数 1,500件予定

(単位:千円)

熱水 額分等

青"

8乃千円

土・日,祝日を中心に地元自治会等による構成

C

14,757

25,390

計園



(6)その他経費

トイレ及び駐車場

維持管理

(2,636 千円)

ハンフレット増刷

(2,528 千円)

西出津町、上大野町の駐車場及びトイレの維持管理を行う。

・トイレ維持管理業務委託料 1,613千円

・駐車場清掃等謝礼 678千円

・光熱水費、汲み取り手数料等 345千円

・潜伏キリシタン関連'産パンフレット

旧本語6万部、英語・韓国語・中国語各5千部)

・産業革命'産パンフレット

旧本語3万部、英語・中国語各5千部)

・産業革命'産世界'産ルート推進協議会出席旅費 102千円

・エアサイネージ電気料 8千円

事務費等

(110 千円)

3 財源内訳

事業費

46,

千円

764

国庫支出金※1

千円

12,236

4 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

潜伏キリシタン関連'産及び産業革命'産が世界'産に登録され、構成資産周辺では来

訪者が増加している。世界'産を活かして交流人口の拡大・地域活性化を図るために、観

光客受入態勢を充実させる必要がある。

5,274 千円

※1・一地方創生推進交付金

※2・・過疎充当率100%

財

県支出金

千円

源

地方

(2)効果

世界'産の価値や観光に関する情報提供、便益施設の整備により、観光客の満足度向上

及びりピーターの確保に繋がることが期待される

内

※2

千円

2003,

訳

その他

千円

一般財源

千円

31 328
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予 算説

項

2

総務費

1 概要

「明治日本の産業革命'産」の構成資産のーつである「端島炭坑」は、世界遺産及び国1.定史跡として
将来にわたり適切に保存管理していくため、「史跡高島炭鉱跡整備基本計画及び高島炭坑端島炭坑修
復.公開活用計画」に基づき、平成30年度から平成39年度の10年間にわたって優先順位をっけて継翫
費として整備事業を行う。

2事業費総事業費 2,554200千円(※平成30年度当初に継翫費を設定)
平成30年度 7,400千円

、成31年度 54,700干円

平成32年度 42,300千円

平成33年度 207,100千円

平成34年度 54,000千円

平成35年度 256,400千円

平成36年度 626,100千円

平成37年度 352,300千円

平成38年度 357β00千円

平成39年度 596,100千円

明書

総務管理費

目

22

世界遺産
推進費

番号

2-1
【補助】世界遺産保存整備事業費

端島炭坑

事 業 名

3 事業内容

予算額

(1)端島炭坑跡遺構状況記録調査

.概ね6年ごとに構成資産の保存状況を世界'産委員会に報告する必要があることから、経
年劣化等による'構の変化を記録するため、島全体(65,102.24市)にっいて3 Dレーザ
一計測する。

(2)第3竪坑捲座跡基本設計

"平成29年度の調査結果に基づき、現況の構造解析を行い、構造物の補修'補強工法の検
討・選定をする。

,構造ノ建設年:煉瓦造/明治29年(1896)

.業務内容.①構造解析、②補修・補強工法の検討、③図面作成、④概算工事費算定、
⑤施工計画等

.スケジュール平成29年度:現況調査

平成31年度:基本設計

平成32年度:実施設計

平成33年度.工事

(3)定点カメラ観測

.島全体の管理や経年劣化等による建物の変化を把握するため、映像による記録保存を行う0
.4 台(3号棟:3 台、 30 号棟:1 台)

千円

54,700



(4)樹木等伐採

・'構に影を及ぼす樹木等の伐採を行う。

・年3 回 a 回当たり約 3,ooo rrt)

4 財内

事 業 費

千円

54,700

※過疎対策事業

国庫支出金

千円

26,176

財

県支出金

千円

10.470

充当率 100%

源

地方

内

※

千円

16,800

訳

その他

千円

一般財源

千円

1,254



5 事業位置図(下線部平成31年度事業)

【H3の石積カルテ作成

【H3刀石積変位計測調査
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【H32~35】入坑桟橋(検身所)

総合務所
紘塞他)

坑擢

ペア=(出口

【H36~】3号棟.景観形成に貢献しかつ代表的な居住
施設遺構であり劣化度から補修の延命効果を見込む
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のモニ 1ン

IFロッカー室
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総合車務所

IF安全灯
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26

海磨水道取込口

児公園

を竪

13tクレーン台塵

明治期の生産施設'構

鉱員の入出坑をイメージできる遺構

桟橋
検身所

3竪坑

タン

入坑桟橋礁身所)

水柵

7

居住施設エリア
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機
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3号棟
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H3137

【H30~】樹太等伐採

'竺

亡

5

ブロワー

ンゴ

【H37~】1号:労使協調で作業の安全を祈願した施
設であり産業景観形成にも貢献している遺構

20

【H34~3刀ドルシツクナー、【H33~36】貯炭べルトコンベア、【H37~】'込みコンベア
選炭、貯炭、積込という石炭運搬の流れが理解できる構

^ ^

19

レーJレ

1ιくーコイ'j石ター室一一気倉庫
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計量室

驗
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区知獣朗 4竪坑座
凱坑圧気栖礎圧気
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迄

^.^゛

皿
圧気棲室
予伽)

筑1 坑控座(捲定
ノ

第ネ竪坑推定

緑色擁壁遺構事業

赤字:生産施設'構事業

青字.居住施設遺構事業
黒字:その他事業

司'、、L、^

ドルシックナー

寳所

ペルトコンペアー

、、

込桟橋台

屍公

煙突

1号棟住糒島神社)

ι一^→

圧 室

5

清音

>、

資材庫

【H36~3田第4竪坑、【H36~39】礎、【H35~3釘第4竪坑捲座跡、
【H38~】変所、【H39~】圧機室(大)、【H39~】圧気機室ω、)、
【H39~】主要扇風機室、【H39~】第4竪坑風洞
地上部における石炭の採掘システムが理解できる構
(1T技術を活用した理解促進計画を検討)
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